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・コロナ過のため自宅待機
・市長からの辞令交付
・大洲若手農家挨拶まわり

・肱川・河辺地域視察
・協力隊研修
（えひめ地域おこし協力隊等研修交流会）

・6次産業化等研修参加
・イチジク農家研修
・竹ハウス研修

・協力隊ロゴデザイン作成
・船頭研修開始
・竹ハウス現地見学（西条市）
・ゆねりづくり体験

・オンライン移住イベント参加
・竹ハウス作り
・協力隊研修
（四国協力隊オンライン研修）

・農地マッチング候補地探し
・大洲の植物利用商品試作

・イチジク剪定研修
・活動報告作成
・活動報告youtube投稿

・情報発信マーケティング研修
・竹ハウス作り
・狩猟免許取得

令和3年活動報告（R3.9～R4.3）

9月
長月

10月
神無月

11月
霜月

12月
師走

1月
睦月

2月
如月

3月
弥生

市長からの辞令交付

自宅待機明けの初出勤、
緊張のあまり写真撮影で
自然な笑顔ができなかっ
たです。

イチジク農家研修

農家さんの話を聞いている
なかでイチジクに興味を持
ちましてイチジクの収穫体
験しました。

ゆねりづくり体験

人生で初めてゆねりづくり
を体験させていただきまし
た。1時間焦げないように
木べらで混ぜながら。

竹ハウス作り

愛媛県で一番竹林が多い
大洲市。何か活用できない
かと思い、竹のビニールハ
ウス作りを実験。

竹ハウス作り

実際に竹ハウスを建てて
みました。これから何を

植えるか楽しみです。

大洲の植物利用試作

大洲の植物と使われなく
なった道具を合わせた植
物の提案を考えてモニタ
ーとして古民家等に置い
ていただきました。



今後の活動予定

新しい農業

大洲の文化や景観を生かして
人が集まってくるような農業
や地域をつくりたいと思いま
す。

大洲の文化を未来に残す

今後人口が減少する中特に中山
間地の文化や景観の維持が難し
くなってくると思います。これ
らの大洲らしい文化を守ってい
けるようにしたいです。

・竹の活用実験

・刈敷き農業などの昔の持続可能な農
業の可能性の模索

・野菜としての価値ではなく体験や学
びを価値づける

・こだわりや特徴的な野菜のマルシェ
企画

・大洲の植物と不要になった道具を使
った植物利用の提案

・狩猟免許を取得したため獣害駆除を
含めた獣害対策

・うかい観光船の漕ぎ手としての研修

・植物の寄せ植えや剪定等のワーク
ショップの提案

現代の百姓

農のある生活など憧れる人が
多い中新規就農のハードルが
高いので多業で現代の百姓と
して移住者の指標になりたい
です。

・果樹園の継承や農地継承

・文化や景観の優れている場所の調査

・大洲の特徴の分析

・新規就農・６次産業化支援

活動予定

半年の活動を通して思うこと

大洲にきてあっという間に半年が経ってしまいました。この半年は僕の人生にとって新しい挑
戦や価値観、学び、発見の多い期間になりました。豊かな自然や食べ物、景観、文化など、大洲
の人が紡いできたことがよそから来た僕にとっては大洲がとても魅力的な場所に思えてなりませ
ん。大洲に長く住んでいるとその魅力に気づきにくくなるように思います。
僕にできることは限られているので大洲の魅力をよそからくる人に知ってもらったり、Iターン

を考えている人にこんな人が来て農業で定住してます！という看板になれたらなと思っています。

やりたいこと



大洲市地域おこし協力隊について

人口減少、高齢化等の進行が著しい本市において、
地域外の人材を招致し、その定住及び定着を図ると
ともに、地域力の維持及び強化を行うため、地域お
こし協力隊を導入しています。活動内容等はSNS等
をご覧ください。

中村 光一 Nakamura Koichi

（R3.9～着任）

今まで植物に関わるような仕事をして
きましたので、経験を生かした就農を目
指して活動中です。農業だけでなく多業
での生計を考えています。現在農地を探
しておりますので空いている農地等の情
報ありましたら教えていただけたら幸い
です。

Email
kouichi.nakamura@city.ozu.ehime.jp

問い合わせ 大洲市農林水産部農林水産課
農商工連携係（担当：久世）
電話 0893-24-1727

R3.9 1名（農業部門）
R3.10 1名（肱川地域）
R4.5    1名（農業部門）※予定

Instagram Facebook 大洲市ホームページ 大洲市ホームページ
（企画情報課）


